
１．支援物資の提供

２、義援金募金活動

３、医療支援

●茨城ＤＰＡＴ一次隊（災害派遣精神医療チーム）

　に、附属病院の高橋晶准教授がリーダーとして

　参加。（４月２０日～４月２６日）

●茨城ＤＰＡＴ二次隊として、附属病院ＤＰＡＴ隊

　を熊本県に派遣。（４月２６日～５月２日）

●茨城ＤＰＡＴ三次隊として、茨城県立こころの

　医療センターと合同でDPAT隊を熊本県に派遣。

　（5月２日～５月８日）

４、ボランティア活動

●ボランティア活動をする学生に対して「ボランティア活動届」の提出と「ボランティア保険」

　に加入するよう周知。

●ボランティア活動をする教職員に対して「ボランティア活動計画書」を提出するよう周知。

５、教育・研究活動支援

●遺伝子実験センターが、熊本地震で研究室が被災し研究の遂行に支障をきたしている研究者を

　対象に、平成２８年度の共同研究課題の追加公募を実施。

●附属図書館が、被災地域の大学等に所属の方へ図書サービスを実施。

（参考）http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ja/information/20160425

６、経済支援

●日本学生支援機構奨学金緊急採用・応募採用の受付を実施。

●被災した世帯の学生に対して下記経済支援を実施。

・つくばスカラシップ緊急支援金

・茗渓・学都教育助成基金事業緊急支援

・授業料免除

（参考）http://www.tsukuba.ac.jp/campuslife/pdf/20160420kumamoto.pdf

７、その他

●地震に関連した理由で授業に出席できなかった学生や被災した学生については、学習や進学等に

　不利益が生じないよう配慮する等、柔軟に対応。

　

（参考）「平成28年熊本地震への対応」（筑波大学HP）

http://www.tsukuba.ac.jp/news/n201604kumamoto.html

（参考）
http://www.tsukuba.ac.jp/news/n20160
4261504.html

寄附先

▼ 熊本地震に係る支援活動の概要

筑波大学

熊本県 404,592円 熊本県人会を中心とする有志

提供先 提供内容

佐賀大学 アルファ米500食、保存用パン600食（４月２７日）

金額 団体

被災者の心のケアを行う医学医療系の根本清貴

講師（左）ら（ＤＰＡＴ二次隊）＝同講師提供


